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今
回
の
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
で
は
、
機
関
紙
本
来
の
役
割

を
ど
の
よ
う
に
発
揮
し
た
の
か
で

評
価
が
分
か
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
各
支
部
の
機
関
紙
で

は
持
続
化
給
付
金
、
家
賃
支
援
給

付
金
、
各
種
の
融
資
制
度
な
ど
、

苦
境
に
あ
る
仲
間
に
と
っ
て
必
要

な
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
そ
の
中
で
も
、
組
合
の
相

談
を
通
じ
て
給
付
を
受
け
ら
れ
た

仲
間
の
声
な
ど
、
仲
間
と
組
合
を

強
く
結
び
付
け
て
い
く
記
事
は
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

特
徴
的
で
あ
っ
た
の
は
、
支
部

機
関
紙
の
部
門
で
上
位
に
推
薦
さ

れ
た
各
紙
の
力
量
が
拮
抗
し
て
い

た
こ
と
で
す
。
最
高
賞
で
あ
る
機

関
紙
賞
の
選
考
で
は
、
6
人
の
審

査
員
全
員
が
異
な
る
機
関
紙
を
推

薦
し
た
た
め
、
合
議
の
上
、
2
紙

に
絞
り
、
多
数
決
で
決
定
し
ま
し

た
。
め
っ
た
に
な
い
こ
と
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
関
係
以
外
で
は
、
戦

争
体
験
の
継
承
と
平
和
運
動
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
補
償
の
課

題
、
医
療
危
機
の
背
景
、
震
災
復

興
の
現
状
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ

プ
シ
ス
テ
ム
の
普
及
・
促
進
、技
能

後
継
者
の
育
成
な
ど
の
企
画
が
、

仲
間
に
と
っ
て
役
に
立
ち
、
読
ま

せ
る
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

記
事
賞
で
は
自
身
の
体
験
に
基

づ
く
も
の
や
思
い
が
伝
わ
る
も
の

に
好
感
が
持
た
れ
ま
し
た
。
身
近

な
仲
間
が
書
い
た
記
事
と
し
て
共

感
が
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

機
関
紙
賞

「
ち
か
ら
」
足
立
支
部

特
選

「
お
れ
た
ち
」
荒
川
支
部

「
土
建
し
ん
ぶ
ん
」
墨
田
支
部

「
土
建
し
ん
ぶ
ん
」
江
戸
川
支
部

「
け
ん
ち
く
」
渋
谷
支
部

「
け
ん
ち
く
」
世
田
谷
支
部

「
す
ぎ
な
み
」
杉
並
支
部

入
選

「
土
建
し
ん
ぶ
ん
」
江
東
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
板
橋
支
部

「
け
ん
ち
く
」
目
黒
支
部

「
指
金
」
中
野
支
部

「
鉾
杉
」
西
多
摩
支
部

記
事
賞
（
支
部
機
関
紙
よ
り
、
以

下
敬
称
略
）

桐
田
喜
郎
（
足
立
）

竹
達
浩
（
荒
川
）

三
上
竜
起
（
墨
田
）

堀
江
玲
子
（
渋
谷
）

植
松
和
文
（
世
田
谷
）

記
事
賞
（
け
ん
せ
つ
よ
り
）

石
渡
啓
一
（
足
立
）

齋
藤
政
晴
（
江
戸
川
）

本
山
美
知
子
（
台
東
）

大
浦
康
昭
（
豊
島
）

升
川
明
（
三
鷹
武
蔵
野
）

春
日
井
徹
（
村
山
大
和
）

「
忘
れ
え
ぬ
こ
と
」
よ
り

村
越
義
一
（
葛
飾
）

杉
本
郁
代
（
台
東
）

小
島
真
一
（
渋
谷
）

大
内
修
（
世
田
谷
）

小
林
昇
（
西
多
摩
）

長
谷
川
重
之
（
清
瀬
久
留
米
）

写
真
賞

佐
々
木
靖
（
足
立
）

小
久
保
篤
（
台
東
）

町
田
真
理
子
（
渋
谷
）

麻
生
嶋
初
枝
（
三
鷹
武
蔵
野
）

吉
田
誠
（
八
王
子
）

玉
置
裕
人
（
八
王
子
）

イ
ラ
ス
ト
賞

渡
邉
健
司
（
足
立
）

本
多
健
一
（
文
京
）

相
良
眞
理
（
豊
島
）

三
角
真
弓
（
練
馬
）

佐
藤
カ
ヅ
コ
（
渋
谷
）

長
谷
川
重
之
（
清
瀬
久
留
米
）

1
月
30
日
、
東
京
土
建
は
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
「
2
0
2
0
年
度
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
」
審
査

会
を
行
な
い
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
各
賞
に
輝
い
た
の
は
以
下
の
皆
さ
ん
（
支
部
）
で
す
。

審
査
員
は
小
川
拓
也
全
建
総
連
教
育
宣
伝
部
長
、
向
井
光
也
年
金
者
し
ん
ぶ
ん
編
集
長
（
前
「
け
ん
せ

つ
」編
集
長
）、
三
輪
純
永
う
た
ご
え
新
聞
編
集
長
、
東
海
林
智
毎
日
新
聞
編
集
局
社
会
部
編
集
委
員
、

寺
山
邦
裕
東
京
土
建
教
宣
担
当
中
執
、
三
木
勉
「
け
ん
せ
つ
」
編
集
長
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
応
募

は
支
部
機
関
紙
が
35
支
部
、
記
事
・
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
が
25
支
部
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

身
近
な
テ
ー
マ

が
お
も
し
ろ
い

【
渋
谷
・
電
気
事
務
・
主
婦
・

堀
江
玲
子
談
】「
ウ
サ
ギ
の
行
方
」

は
飲
み
の
席
で
話
し
た
こ
と
が
あ

り
、
夫
か
ら
面
白
い
か
ら
何
か
あ

っ
た
ら
書
い
た
ら
ど
う
か
と
言
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
と
こ

ろ
夫
が
教
宣
担
当
に
な
り
、
教
宣

部
会
で
話
し
た
ら
、
支
部
機
関
紙

に
連
載
し
て
い
る
「
思
い
出
の
時

代
」
に
ぜ
ひ
書
い
て
く
だ
さ
い
と

言
わ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
記
事
が
読
ま
れ
て
の
反
応

で
は
、
女
性
の
会
の
会
員
か
ら
は

す
ご
く
ま
と
ま
っ
て
い
て
面
白
か

っ
た
と
ほ
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
ウ

サ
ギ
を
飼
っ
て
い
た
娘
に
は
、
衝

撃
的
な
こ
と
を
書
か
な
く
て
も
良

か
っ
た
の
に
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

で
も
だ
い
た
い
好
意
的
で
し
た
。

昨
年
の
支
部
の
教
宣
学
習
会
で

「
正
月
の
過
ご
し
方
」
「
コ
ロ
ナ

が
終
わ
っ
た
ら
何
を
し
た
い
か
」

を
テ
ー
マ
に
記
事
を
書
き
ま
し

た
。
身
近
な
こ
と
を
書
く
こ
と
は

と
て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。

堀江さん

【
荒
川
・
大
工
・

竹
達
浩
通
信
員
談
】

86
歳
に
な
り
ま
す
。

自
分
は
戦
争
に
参
加

し
て
い
な
い
が
、
9

歳
の
と
き
に
父
が
戦

死
し
た
た
め
小
学
校

ま
で
し
か
行
け
ず
、
あ
と
は
働
き

づ
め
で
し
た
。
戦
争
が
人
生
全
般

に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
私
だ
け

で
な
く
、
世
界
に
は
大
勢
そ
う
い

う
人
が
い
ま
す
。

世
界
を
見
て
も
国
内
を
見
て
も

平
和
に
対
す
る
危
険
が
高
ま
っ
て

い
ま
す
。
世
界
が
覇
権
に
の
め
り

こ
ん
で
い
ま
す
。
戦
争
は
人
類
に

と
っ
て
最
大
の
罪
で
す
。
平
時
に

人
を
殺
せ
ば
犯
罪
で
す
が
、
戦
時

に
は
名
誉
に
な
り
ま
す
。
こ
の
根

底
に
あ
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う

か
。
9
歳
か
ら
今
ま
で
、
そ
う
い

う
思
い
か
ら
抜
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
平
和
の
影
」
は
自
分
に
戦
争

体
験
が
な
い
の
で
、
体
験
者
の
証

言
を
通
し
て
平
和
へ
の
思
い
を
伝

え
た
い
と
書
い
て
み
ま
し
た
。
平

和
を
大
事
に
し
た
い
。
絶
対
に
戦

争
を
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

竹達さん

日
本
機
関
紙
協
会
の
2
0
2
1

新
年
号
機
関
紙
誌
コ
ン
ク
ー
ル
の

審
査
会
が
2
月
7
日
に
ラ
パ
ス
ホ

ー
ル
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞

紙
等
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
東

京
土
建
か
ら
は
本
部
の
他
に
13
支

部
が
応
募
し
ま
し
た
。

★
労
働
組
合
単
組
・
市
民
団
体
・

都
道
府
県
本
部
機
関
紙
の
部

最
優
秀
賞

「
け
ん
せ
つ
」
本
部

★
労
働
組
合
支
部
・
市
民
団
体
支

部
機
関
紙
の
部

特
別
賞

「
す
ぎ
な
み
」
杉
並
支
部

審
査
員
特
別
賞

「
け
ん
ち
く
」
世
田
谷
支
部

「
ち
か
ら
」
足
立
支
部

「
け
ん
ち
く
」
渋
谷
支
部

「
み
ち
し
る
べ
」
三
鷹
武
蔵
野
支

部「
ぶ
ん
き
ょ
う
」
文
京
支
部

「
指
金
」
中
野
支
部

「
お
れ
た
ち
」
荒
川
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
板
橋
支
部

「
建
設
ま
ち
だ
」
町
田
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
北
支
部

佳
作

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
練
馬
支
部

★
労
働
組
合
分
会
・
市
民
団
体
班

な
ど
の
機
関
紙
の
部

最
優
秀
賞

「
は
ら
か
ら
」
板
橋
・
徳
丸
分
会

特
別
賞

「
菜
の
花
」
練
馬
・
石
神
井
分
会

主
婦
の
会

審
査
員
特
別
賞

「
井
戸
ば
た
か
い
ぎ
」
渋
谷
・
女

性
の
会

「
田
柄

む
ぎ
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」

練
馬
・
田
柄
分
会

「
み
ち
く
さ
」
練
馬
・
桜
台
分
会

「
豊
玉
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
練
馬
・
豊
玉

分
会

「
た
か
ま
つ
」
練
馬
・
高
松
分
会

「
あ
お
ぞ
ら
」
練
馬
・
高
松
分
会

主
婦
の
会

「
貫
井
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬
・

貫
井
分
会

「
大
泉
東
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬

・
大
泉
東
分
会

「
桜
並
木
」
練
馬
・
学
園
分
会

「
花
み
ず
き
」
練
馬
・
旭
町
光
が

丘
分
会

「
石
神
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬
・
石
神

井
分
会

「
新
と
よ
た
ま
」
練
馬
・
新
豊
玉

分
会

「
ね
り
ま
の
母
ち
ゃ
ん
」
練
馬
・

主
婦
の
会

「
井
荻
タ
イ
ム
ズ
」
杉
並
・
井
荻

分
会

「
大
山
」
板
橋
・
大
山
分
会

「
お
ば
ん
で
す
」
板
橋
・
氷
川
分

会「
に
り
ん
草
」
板
橋
・
女
性
の
会

「
た
に
し
」
北
・
西
が
原
分
会

「
北
赤
通
信
」
北
・
北
赤
羽
分
会

佳
作

「
笑
い
薬
師
」
中
野
・
や
く
し
分

会「
か
み
さ
ぎ
」
中
野
・
上
鷺
宮
分

会「
土
支
田
分
会
だ
よ
り
」
練
馬
・

土
支
田
分
会

「
四
面
塔
」
練
馬
・
西
大
泉
分
会

「
わ
か
ば
」
練
馬
・
石
神
井
台
分

会「
ひ
だ
ま
り
」
練
馬
・
石
神
井
台

分
会
主
婦
の
会

「
あ
け
ぼ
の
」
練
馬
・
上
石
神
井

分
会

「
新
大
泉
分
会
ニ
ュ
ー
ス
／
た
け

の
子
」
練
馬
・
新
大
泉
分
会
／
分

会
主
婦
の
会

「
ど
ん
ぐ
り
」
練
馬
・
早
宮
分
会

「
な
か
む
ら
」
練
馬
・
中
村
分
会

／
分
会
主
婦
の
会

「
富
士
見
台
」
練
馬
・
富
士
見
台

分
会

「
か
た
く
り
」
練
馬
・
北
大
泉
分

会「
奥
戸
3
9
3
人
」
葛
飾
・
奥
戸

分
会

「
ほ
ん
で
ん
」
葛
飾
・
本
田
立
石

分
会

「
中
央
」
葛
飾
・
中
央
分
会

「
女
性
の
会
か
つ
し
か
」
葛
飾
・

女
性
の
会

「
中
央
新
聞
」
杉
並
・
中
央
分
会

「
浜
福
だ
よ
り
」
杉
並
・
浜
福
分

会「
せ
ん
な
ん
」
杉
並
・
泉
南
分
会

「
花
水
木
」
板
橋
・
中
宿
分
会

「
お
お
や
ぐ
ち
」
板
橋
・
大
谷
口

分
会

「
北
町
奉
行
」
板
橋
・
大
谷
口
北

分
会

「
中
央
」
板
橋
・
中
央
分
会

「
志
村
坂
上
新
聞
」
板
橋
・
志
村

坂
上
分
会

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
前
野
中
台
」
板

橋
・
前
野
中
台
分
会

「
蓮
根
」
板
橋
・
蓮
根
分
会

「
舟
高
新
聞
」
板
橋
・
舟
渡
高
島

分
会

「
新
赤
瓦
版
」
板
橋
・
新
赤
塚
分

会「
主
婦
の
ち
か
ら
」
町
田
・
さ
く

ら
会

「
主
婦
の
会
あ
ら
か
わ
」
荒
川
・

主
婦
の
会

「
主
婦
の
泉
」
北
・
主
婦
の
会

「
ほ
う
お
う
」
北
・
豊
王
分
会

「
な
か
ま
」
北
・
赤
羽
分
会

★
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
の

部審
査
員
特
別
賞

渋
谷
支
部

仲
間
に
求
め
ら
れ
た
情
報
を
発
信

力
量
が
拮
抗
し
た
優
秀
紙

平和への思い
を伝えていく

機関紙賞の決定で大混戦だったコンクール審査会

記事賞受賞者から一言記事賞受賞者から一言
堀江さん（渋谷）、竹達さん（荒川）


